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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年6月26日(2014.6.26)

【公表番号】特表2013-502506(P2013-502506A)
【公表日】平成25年1月24日(2013.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2013-004
【出願番号】特願2012-526758(P2012-526758)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  35/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   1/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   5/14     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  23/22    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  35/00    　　　　
   Ｂ６０Ｃ   1/00    　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｃ   5/14    　　　Ａ
   Ｂ６０Ｃ   5/02    　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年4月22日(2014.4.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６７】
　可能であれば、標準的なＡＳＴＭ試験を用いてＤＶＡの物理的性質を測定した。（表１
参照）。応力／歪み性質（引張強度、破断点伸び、モジュラス値、破断点エネルギー）は
Ｉｎｓｔｏｎ（商標）４２０４を用いて室温で測定した。応力測定は室温で、０．１６イ
ンチ（０．４１ｃｍ）の幅と０．７５インチ（１．９１ｃｍ）の長さ（２つのタブの間の
）試験片（ドッグボーンシェイプ）を用いて行った。この試験片の厚みの変化はＡ Ｍａ
ｈｒ Ｆｅｄｅｒａｌ Ｉｎｃ．厚みゲージで手動で測定した。この試験片を２０インチ／
分（５１ｃｍ／分）のクロスヘッド速度で引張、応力／歪みデータを記録した。少なくと
も３つの試験片について、応力／ゆがみ値の平均値を報告する。ショアＡ硬度は１５秒間
の押し込みの後に、Ｚｗｉｃｋ Ｄｕｒｏｍｅｔｅｒを用いて室温で測定した。ＬＣＲ粘
度は１２００ｌ／ｓ、２００℃、３０／１ Ｌ／Ｄ（長さ／直径）で、Ｄｙｎｉｓｃｏ（
商標）キャピラリーレオメーターで測定した。融点は１０ｏ／分で示差走査熱量計で測定
した。
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